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一
月
十
七
日
、
中
山
間
別
海
集
落
計
根
別

サ
ブ
集
落
（
本
別
）
で
は
、
乳
牛
の
飼
養
管

理
や
酪
農
の
経
営
戦
略
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
中
標
津
町
管
内
の
（
有
）
竹
下
牧

場
と
（
有
）
中
標
津
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
会
員
や
そ
の
家
族
を
含
め
て

二
十
一
名
が
参
加
。
竹
下
牧
場
で
は
、
効
率

的
な
群
分
け
管
理
と
安
楽
性
の
高
い
牛
舎
を

意
識
し
て
建
設
さ
れ
た
牛
舎
を
視
察
。
サ
イ

レ
ー
ジ
調
製
に
つ
い
て
も
コ
ン
ト
ラ
を
止

め
、
自
ら
の
調
製
技
術
と
収
穫
作
業
を
行

う
こ
と
で
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
を
高
め
て
い

た
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、農
地
の
有
効
利
用
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
労
働
時
間
の
削
減
な

ど
を
目
的
に
平
成
十
八
年
十
月
構
成
員
十
八

戸
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
従
業
員
は

六
名
。
飼
料
運
搬
車
二
台
に
よ
り
、
朝
夕
そ

れ
ぞ
れ
四
時
間
で
十
四
戸
の
構
成
員

宅
へ
配
送
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
シ

ス
テ
ム
は
、
構
成
員
の
草
地
を
会
社
が

借
入
、
草
地
管
理
費
用
を
含
め
た
エ
サ

の
㎏
単
価
が
設
定
さ
れ
、
出
来
上
が
り

の
飼
料
を
供
給
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の

利
点
は
、
共
同
購
入
と
コ
ー
ン
サ
イ

レ
ー
ジ
を
使
う
こ
と
で
飼
料
コ
ス
ト

の
低
減
が
図
ら
れ
た
と
言
う
。

　

最
後
に
、
視
察
に
参
加
し
た
会
員
も

今
後
の
酪
農
経
営
を
考
え
る
う
え
で
、

牛
舎
施
設
や
作
業
委
託
と
い
う
近
年

の
酪
農
経
営
を
学
び
、
と
て
も
有
意
義

な
視
察
と
な
っ
た
。

　

和
牛
部
会
で
は
、
和
牛
育
成
に
関
す
る
飼
養
管
理
技
術

の
向
上
を
目
的
に
一
月
二
十
五
日
農
協
第
二
会
議
室
に
て

講
習
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
組
合
員
や
そ
の
家
族
十
六
名
が
参
加
。
講
師

に
は
、
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
松
本
氏
を
招

き
、
子
牛
の
疾
病
要
因
や
適
正
な
飼
養
管
理
内
容
が
話
さ

れ
た
。

　

講
習
会
に
は
、
女
性
の
参
加
も
多
く
、
初
乳
、
換
気
、

保
温
な
ど
の
重
要
性
を
学
び
、
熱
心
に
講
義
を
聞
く
参
加

者
を
見
て
、和
牛
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
和
牛
部
会
で
は
肉

牛
の
付
加
価
値
を
高
め
る
べ

く
、
飼
養
管
理
技
術
の
習
得
に

よ
り
、
農
業
所
得
や
所
得
率
の

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

和牛のノウハウを学び、
関心を高めた講習会
計根別農協和牛生産振興部会

牛舎施設や作業委託の
 考え方を学んだ視察研修

大型に三つのテッピングが装着された飼料運搬車

施設や機械の説明をするTMRセンター長渕氏

処理室内でバルクや搾乳機材を説明する竹下氏

熱心に講義を受ける会員及び出席者
講師：普及センター

松本氏
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一
月
二
十
六
日
、
中
標
津
町
マ
ル

エ
ー
温
泉
俵
橋
に
て
女
性
部
新
年
親

睦
会
を
開
催
、
三
十
三
名
の
部
員
が

参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
西
丸
部
長
か
ら

「
昨
年
の
五
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

午
前
中
は
、
営
農
部
熊
谷
課
長
に

よ
る
『
ク
ミ
カ
ン
の
見
方
』
と
題
し

た
講
習
会
、
主
に
家
計
費
に
つ
い
て

の
説
明
と
な
っ
た
。
出
席
者
は
「
家

計
費
や
そ
の
内
訳
は
ど
の
く
ら
い
な

の
？
」
と
い
っ
た
会
話
が
多
く
、
改

め
て
家
計
費
を
見
直
す
キ
ッ
カ
ケ
が

出
来
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
乳
代
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
部
員
か
ら
「
ど
う
し
て
飲

用
乳
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
欲
し
い
の

か
？
」
と
い
う
質
問
に
女
性
部
員
も

牛
乳
消
費
拡
大
の
意
味
を
再
確
認
。

　

講
習
会
終
了
後
は
、
纐
纈
組
合
長

に
も
参
加
し
て
頂
き
、
お
待
ち
か
ね

の
親
睦
会
と
な
っ
た
。
纐
纈
組
合
長

か
ら
「
女
性
部
の
皆
様
も
家
の
中
の

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
に
も
携

わ
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
３
︱
Ａ
︱

Ｄ
Ａ
Ｙ
に
も
積
極
的
に
ご
協
力
願
い

た
い
」
と
話
さ
れ
た
。
懇
親
会
に
移

る
と
美
味
し
い
食
事
を
堪
能
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
新

年
最
初
の
行
事
と
な
っ
た
新
年
親
睦

会
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

家計費や乳代の仕組みを学んだ新年親睦会
～女性部新年親睦会～

　

系
統
飼
料
女
性
部
で
は
、
近
年
の
酪
農
情
勢
と
酪
農
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
一
月
二
十
九
～
三
十
日
札
幌
市
ホ
ク
レ

ン
本
所
会
議
室
に
て
研
修
会
を
開
い
た
。

　

研
修
会
に
は
、
系
統
女
性
部
八
名
が
参
加
。
昨
年
二
月
ま
で

中
標
津
支
所
に
勤
務
し
て
い
た
金
内
一
浩
氏
が
講
師
と
な
り
、

配
合
飼
料
の
価
格
情
勢
や
海
外
研
修
（
ア
メ
リ
カ
）
で
学
ん
だ

穀
物
事
情
に
つ
い
て
約
一
時
間
の
講
義
と
な
っ
た
。
参
加
者
か

ら
「
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
茎
や
葉
は
輸
入
出
来
な
い
の
で
す
か
」

「
炭
入
り
粉
ミ
ル
ク
の
販
売
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

な
の
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
研
修
会
で
は
高
騰
す
る
飼
料
価
格
の
現
状
と
そ

の
要
因
を
学
び
、

今
後
も
飼
料
価
格

の
値
上
が
り
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、

適
正
な
飼
料
給
与

に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
と
思
い
ま

す
。

高騰する飼料価格の現状を学ぶ
～系統女性部研修会～

クミカンの家計費を学ぶ女性部員

何と4回でビンゴ。1位のお米をゲットした石毛睦美さん（大成）

金内氏との再会を喜び、飼料の価格情勢を学んだ研修会

講師：金内一浩氏（ホクレン本所）
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九
月
七
日
（
木
）
午
後
七

時
三
十
分　

成
田
空
港
第
一

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
北
ウ
ィ
ン
グ

集
合
、
特
別
会
議
室
に
参
加
者

十
九
名
が
集
合
し
団
結
式
を

行
っ
た
。
団
長
に
は
、
計
根
別

農
協
の
安
斉
理
事
が
指
名
さ

れ
、
添
乗
員
一
名
引
率
二
名
の

総
勢
二
十
二
名
が
飛
行
機
に
乗

り
込
み
。
フ
ラ
ン
ス
へ
向
け
て

空
路
十
三
時
間
の
長
旅
が
始

ま
っ
た
。

九
月
八
日
（
金
）　

現
地
時
間

午
前
四
時
に
パ
リ
シ
ャ
ル
ル
ド

ゴ
ー
ル
空
港
に
到
着
。
飛
行
機

を
乗
り
換
え
ス
イ
ス
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
へ
。
午
前
十
時
三
十

分
ル
ツ
ェ
ン
市
の
ラ
イ
オ
ン
記

念
碑
を
視
察
後
、
ゼ
ィ
ー
ゲ
ン

タ
ー
ラ
ー
氏
の
説
明
に
よ
り
エ

メ
ン
タ
ー
ル
チ
ー
ズ
工
房
を
視

察
、
チ
ー
ズ
製
造
の
歴
史
を
学

ん
だ
。
そ
の
後
、
ゼ
ィ
ー
ゲ
ン

タ
ー
ラ
ー
氏
の
経
営
す
る
牧
場

を
視
察
、
ス
イ
ス
で
は
一
般
的

な
酪
農
規
模
で
あ
り
、
ブ
ラ
ウ

ン
ス
イ
ス
種
と
シ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
十
二
頭
、
鶏
七
百
羽
を
飼
育

し
て
い
た
。
搾
乳
施
設
は
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
（
ユ
ニ
ッ
ト
３
）、

連
動
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
を
使
っ
た

繋
ぎ
飼
い
で
放
牧
を
行
っ
て
い

た
。
鶏
は
、
簡
易
ハ
ウ
ス
と
放

し
飼
い
、
野
犬
な
ど
の
被
害
は

少
な
い
と
話
さ
れ
た
。

　

夕
方
、
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン

を
経
由
し
宿
泊
地
で
あ
る
標
高

一
、〇
三
四
ｍ
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ド
へ
と
向
か
っ
た
。
車
窓
か

ら
は
、
ア
ル
プ
ス
の
山
々
や

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
見
え
る
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
生
憎
の
曇
り

空
で
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
夕
食

を
済
ま
せ
十
三
時
間
の
飛
行
機

と
バ
ス
の
移
動
に
疲
れ
ベ
ッ
ド

に
入
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
深

い
眠
り
に
つ
い
た
。

九
月
九
日
（
土
）　

こ
の
日
か

ら
約
一
週
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
は
晴
天
の
日
々
が
続
い

た
。
こ
の
日
は
、
終
日
観
光
で

は
あ
っ
た
が
、
森
林
限
界
線
を

越
え
て
も
家
畜
用
の
牛
舎
が
あ

り
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
牛
が
草

を
食
べ
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド

駅
周
辺
で
も
酪
農
が
営
ま
れ
て

い
た
。
ま
た
、
二
番
草
の
収
穫

も
行
わ
れ
て
お
り
、
驚
い
た
こ

と
に
レ
ー
キ
は
エ
ン
ジ
ン
付
き

の
手
押
し
。
何
と
テ
ッ
タ
ー
作

業
は
手
作
業
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ド
駅
よ
り
登
山
電
車
に
乗

車
。
途
中
、
ク
ラ
イ
ネ
シ
ャ
イ

デ
ィ
ッ
ク
駅
で
乗
り
換
え
、
標

高
三
、四
五
四
ｍ
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
ヨ
ッ
ホ
駅
へ
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
標
高
三
、五
七
三
ｍ
の

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
展
望
台
に
上

り
、
雄
大
な
ア
ル
プ
ス
の
風
景

を
満
喫
し
た
。

スイスルツェン：ライオン記念碑をバックに記念撮影

エメンタールチーズ工房の貯蔵庫

スイスルツェン：カペル橋を視察
大満足の安斉理事牧場の概要説明をするゼィーゲンターラー氏

スイス：クライネシャイデック駅にて
アイガーをバックに記念撮影

フィルスト展望台からのハイキングコースに牛が⋯

第
四
十
回
全
国
酪
農
協
会 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
視
察
旅
行
記

　
　
　
　
　
　
　

期
間　

二
〇
〇
六
年
九
月
七
日
（
木
）
～
九
月
十
七
日
（
日
）　

十
七
日
間
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九
月
十
日
（
日
）　

こ
の
日
は
、

移
動
と
ド
イ
ツ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市

の
観
光
。
ス
イ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
空
港
よ
り
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、
ロ
ー
マ
法

王
が
訪
問
し
て
い
た
為
に
凄
い

数
の
警
察
官
と
軍
兵
士
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
車
両
も
多
く
、
あ

ち
こ
ち
で
厳
し
い
交
通
規
制
が

あ
っ
た
。こ
こ
で
は
、マ
リ
エ
ン

広
場
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
バ
ッ
ハ
王

家
ニ
ン
ヘ
ン
ブ
ル
ク
城
を
観
光
。

マ
リ
エ
ン
ホ
テ
ル
へ
到
着
後

は
、
夕
食
を
ホ
フ
ブ
ロ
イ
ハ
ウ

ス
（
ビ
ア
ホ
ー
ル
）
で
と
っ
た
。

九
月
十
一
日（
月
）　

パ
イ
テ
ィ

ン
グ
町
に
て
町
観
光
局
の
案
内

で
視
察
研
修
を
行
っ
た
。
午

前
十
時
、
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設

を
所
有
す
る
酪
農
家
を
訪
問
。

一
九
九
八
年
の
発
電
開
始
当
時

は
三
〇
Ｋ
Ｗ
の
発
電
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
〇
六
年
よ
り
一
三
〇

Ｋ
Ｗ
の
発
電
を
開
始
し
て
い

る
。
副
産
物
で
あ
る
温
水
は
、

冬
場
の
暖
房
な
ど
に
利
用
さ

れ
、
電
気
は
主
に
電
力
会
社

へ
一
Ｗ
〇
・
一
七
ユ
ー
ロ
で
販

売
さ
れ
て
い
た
。
自
家
用
電

気
は
、
電
力
会
社
よ
り
一
Ｗ

〇
・
一
四
ユ
ー
ロ
で
購
入
さ
れ

て
い
た
。設
備
導
入
事
業
費
は
、

約
四
十
五
万
ユ
ー
ロ
（
補
助
率

二
〇
％
）、
現
在
は
補
助
金
制

度
は
無
い
と
の
事
。
ま
た
、
冬

場
の
糞
尿
撒
布
は
禁
じ
ら
れ
て

お
り
一
、五
〇
〇
㎥
の
糞
尿
タ

ン
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。　

　

午
前
十
一
時　

ホ
ル
農
場

に
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
（
青
空
市
場
）
を
研

修
。
毎
月
第
一
金
曜
日
に
地
域

の
主
婦
に
よ
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
十
五
戸
の
農
家

で
開
催
。
近
隣
の
地
域
よ
り

一
、五
〇
〇
～
二
、〇
〇
〇
人
の

集
客
が
あ
る
と
い
う
。
販
売
品

目
は
肉
・
野
菜
・
果
物
・
パ
ン

な
ど
、
当
農
場
で
は
胡
桃
パ
ン

一
〇
〇
個
と
ド
ー
ナ
ツ
一
〇
〇

個
ほ
ど
を
販
売
し
て
い
た
。
一

回
の
売
り
上
げ
は
八
〇
〇
～

九
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
経
費
二
〇
〇

ユ
ー
ロ
を
差
し
引
き
七
〇
〇

ユ
ー
ロ
（
約
一
〇
五
、〇
〇
〇

円
）
が
利
益
だ
と
言
う
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
会
場
の
電
気
代
は
町
役

場
が
負
担
、
衛
生
面
も
整
備
さ

れ
て
お
り
、
保
健
所
の
検
査
も

抜
き
打
ち
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

午
後
二
時　

マ
シ
ー
ネ
ン
リ

ン
グ
（
農
業
機
械
銀
行
）
を
訪

問
。
一
九
六
七
年
設
立
当
時
の

営
業
形
態
は
、
会
員
が
有
限
会

社
二
〇
戸
、
二
〇
〇
六
年
に

は
一
、九
〇
〇
戸
の
会
員
数
と

な
っ
た
。
会
員
は
、
有
限
会
社

と
言
っ
て
い
た
が
相
互
扶
助
と

い
う
内
容
の
話
し
か
ら
機
械
共

同
利
用
組
合
と
言
っ
た
ほ
う
が

理
解
し
や
す
い
。
シ
ス
テ
ム

は
、
各
農
家
所
有
の
機
械
を
登

録
し
共
同
利
用
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
基
本
的
に
機
械
所
有
者

が
行
う
。
機
械
の
使
用
優
先
権

は
所
有
者
に
あ
り
、
作
業
の
合

間
に
会
員
間
で
機
械
貸
出
し
を

行
う
。
他
に
は
、
若
い
人
へ
の

職
場
斡
旋
や
視
察
研
修
な
ど
も

企
画
実
施
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ

で
も
日
本
と
同
じ
く
後
継
者
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
た
。

　

午
後
三
時　

ビ
ッ
ケ
ル
オ
フ

牧
場
視
察
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
経

営
（
有
機
栽
培
農
家
）
を
し
て

い
る
オ
ー
ナ
ー
の
シ
ラ
イ
シ
氏

は
「
デ
メ
ー
タ
ー
」
と
い
う
農

産
物
生
産
組
合
に
加
盟
し
農
産

物
を
直
接
販
売
し
て
い
る
。
牛

だ
け
で
な
く
養
鶏
に
も
力
を
注

い
で
お
り
四
、五
〇
〇
羽
の
鶏

卵
を
販
売
し
て
い
た
。

九
月
十
二
日
（
火
）　

午
前
八

時
、シ
ュ
ロ
ー
ゲ
ル
牧
場
視
察
。

夫
婦
二
人
で
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
に
て
四
十
五
頭
の
乳

牛
を
飼
育
。
冬
季
間
は
森
林
業

（
燃
料
販
売
）
も
行
っ
て
い
た
。

一
頭
当
た
り
の
平
均
乳
量
は

七
、〇
〇
〇
㎏
。
牛
舎
裏
に
あ

る
倉
庫
の
屋
根
に
は
日
本
製
の

ドイツ：ミュンヘンの市内観光
（マリエン広場）

バイオガス施設を所有するオーナーバイオガス施設内。主装置となるエンジン部

マシーネンリングの事務局より説明を聞く

シュローゲル夫人の案内で牧場内を視察
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太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ

れ
三
三
、〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
を
発
電

し
て
い
る
が
、
三
八
、〇
〇
〇

Ｋ
Ｗ
の
発
電
が
な
い
と
採
算
が

取
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
視
察
終
了
後
は
、
観
光
を

し
な
が
ら
ケ
ン
プ
テ
ン
へ
。

　

午
後
三
時　

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ル

ホ
フ
農
業
学
校
を
視
察
。
バ
イ

エ
ル
ン
州
が
経
営
す
る
学
校
で

あ
り
、専
業
農
家
と
し
て
の
規

模
を
想
定
し
、後
継
者
を
育
成

す
る
の
が
目
的
で
設
立
さ
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
は
八
〇
ha
の

採
草
地
に
八
十
五
頭
の
乳
牛
と

二
〇
〇
頭
の
育
成
牛
が
飼
育
さ

れ
て
い
た
。
牛
舎
は
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
、
搾
乳
施
設
に
は
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
社（
地
元
企
業
）の
へ

リ
ン
グ
ボ
ー
ン
方
式
で
あ
っ
た
。

九
月
十
三
日
（
水
）　

終
日
移

動
、
フ
ラ
ン
ス
へ
。

九
月
十
四
日
（
木
）　

午
前
九

時
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
に
あ
る
オ
リ
バ
ー
・

グ
ロ
ゼ
ッ
ト
牧
場
を
視
察
。
こ

こ
で
は
、
搾
乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
）
六
〇
頭
を
飼
育
し
て

お
り
個
体
乳
量
は
九
、〇
〇
〇

㎏
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
牛
舎

は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
あ
り

牛
体
も
と
て
も
綺
麗
。
牛
床
に

は
ウ
ォ
ー
タ
マ
ッ
ト
が
一
面
に

敷
か
れ
「
ミ
ス
ト
ラ
ル
」
と
い

う
昆
布
・
海
藻
・
粘
土
等
で
出

来
た
粉
末
を
「
乳
房
炎
対
策
」

と
し
て
散
布
し
て
い
た
。
乳
価

は
手
取
り
四
十
五
円
程
度
で
あ

り
、
近
隣
諸
国
と
の
価
格
競
争

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
の
事
。

視
察
終
了
後
、オ
ー
ナ
ー
が「
消

費
者
が
牛
乳
生
産
現
場
を
見
て

が
っ
か
り
し
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

午
後
十
時　

フ
ラ
ン
ス
畜
産

総
合
展
示
会
「
ス
パ
ス
」
視

察
。
一
時
間
半
と
い
う
時
間
制

限
が
あ
る
な
か
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
で

迎
え
ら
れ
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
が
団

長
で
あ
る
安
斉
理
事
の
後
ろ
を

つ
い
て
歩
い
た
。
農
業
機
械
も

見
ず
に
真
直
ぐ
に
向
か
っ
た
共

進
会
場
。
し
か
し
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
審
査
は
午
後
か
ら
と
現

地
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
（
フ

ラ
ン
ス
語
は
解
ら
な
い
け
ど
、

多
分
そ
う
言
っ
て
い
た
は
ず
）

の
で
、
繋
留
牛
舎
を
訪
れ
た
。

パーラー内、ヘリンボーン6頭ダブル シュローゲル牧場の乳牛（アルゴイ種）

エッタールチーズ工場のモニュメント 視察を終えて安斉団長のあいさつ

オリバーグロセット牧場のフリーストール
（給餌場）

共進会を視察する視察団一行

アルゴイ種の品評会。手前はチャンピオン牛 展示ブースにて農機具メーカー担当者が説明 大型バキュームなども展示された農機展
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ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
は
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
・
ウ
ジ
ュ
ラ
ベ
ル
・
ダ
ー

ハ
ム
等
々
、
日
本
で
も
有
名
ど

こ
ろ
が
揃
っ
て
い
た
。
他
に
も

ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ

ス
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
シ
ャ

ロ
レ
ー
等
が
繋
留
さ
れ
て
い
た
。

　

午
後
二
時　

大
手
乳
業
メ
ー

カ
ー
「
ラ
ク
タ
リ
ス
社
」
見
学
。

「
ラ
ク
ト
ポ
ー
ル
」

と
い
う
見
学
施
設
に

案
内
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
生
乳

生
産
、
チ
ー
ズ
生
産

機
械
、運
搬
道
具
類
、

チ
ー
ズ
製
品
ラ
ベ
ル

等
々
を
見
学
し
た
。

ラ
ク
タ
リ
ス
は
、
従

業
員
二
〇
、
六
〇
〇

人
を
抱
え
る
大
企
業

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
を
含

め
世
界
各
地
に
一
〇
〇
の
工
場

を
持
つ
世
界
第
七
位
の
乳
業

メ
ー
カ
ー
。President

（
チ
ー

ズ
）、lactel

（
バ
タ
ー
）
は
有

名
で
あ
る
。

九
月
十
五
日
、
研
修
会
の
最
終

日
は
フ
ラ
ン
ス
観
光
。
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
な

ど
を
見
学
し
た
。
翌
日
に
は
飛

行
機
に
乗
り
込
み
、
約
十
日
間

行
動
を
共
に
し
た
仲
間
と
の
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
帰
国
の
途

に
付
き
、
十
一
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
海
外
視
察

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
日
本
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
酪
農

経
営
や
考
え
方
の
違

い
、
農
業
と
自
然
環

境
へ
の
心
配
り
を
学

ぶ
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
自
分
に
と
っ
て

は
、
初
め
て
の
海
外

研
修
で
あ
り
、
異
国

文
化
と
触
れ
合
う
事

が
出
来
た
事
な
ど
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
テ
レ
ビ

や
雑
誌
な
ど
で
見
か

け
る
風
景
が
自
分
の

目
の
前
に
あ
る
。
そ

れ
は
も
う
、
感
激
の

一
言
で
す
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 詳しくはお問い合わせください。

JAけねべつ  金融課
担当氏名：成戸・吉川

TEL 0153-78-2111

ラクタリス社にてチーズ製造機械を見学

エッフェル塔をバックに最後の記念撮影

シャルルドゴール空港にて帰国を待つ安斉団長
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高橋  顕吾（大成支部）
S47.５.５生 34歳

Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．車、あとは牛舎で有線を聴く事
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．草刈り（中割りを真っ直ぐに刈れる事）
Ｑ３．好みの女性は？
Ａ３．価値観の合う人
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．法人経営
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．公社事業でもう１棟牛舎を建てる事
　　　　　　　　　　　　（ギガファーム？）
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．苅田憲幸くんです。
Ｑ７．なぜ苅田くんを選んだのですか？
Ａ７．古くからの友人だから

　

Ｎ
ツ
ア
ー
で
は
、
本
年
度
も
根
室

管
内
Ｊ
Ａ
組
合
員
を
対
象
に
温
泉
湯

治
を
企
画
、
一
月
二
十
四
～
二
十
六

日
の
二
泊
三
日
に
て
川
湯
温
泉
へ
出

発
し
た
。

　

温
泉
湯
治
に
は
、
六
Ｊ
Ａ
か
ら

七
十
九
名
、
当
農
協
か
ら
も
七
名
の
組

合
員
が
参
加
。
宿
泊
先
で
あ
る
川
湯

観
光
ホ
テ
ル
に
到
着
後
は
、
ゆ
っ
く

り
と
温
泉
に
浸
か
り
、
夕
刻
に
は
豪

華
な
料
理
で
楽
し
い
宴
会
と
な
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
中
よ
り
カ
ラ
オ

ケ
教
室
を
開
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
歌
に
磨
き
を
か
け
て
い
た
。
午
後

か
ら
は
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
が
上
映

さ
れ
、参
加
者
全
員
で
の
映
画
鑑
賞
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
宴
会
で
は
、
美
味
し
い
食
事
と

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
盛
り
上
が
り
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室

で
学
ん
だ
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
終
日
は
、
早
朝
か
ら
旅
の
疲
れ
を
癒
す
温
泉

入
浴
。
朝
食
を
終
え
た
参
加
者
は
、
バ
ス
に
乗
り

込
み
川
湯
温
泉
を

あ
と
に
し
た
。
来

年
も
Ｎ
ツ
ア
ー
の

企
画
に
よ
り
温
泉

湯
治
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 豪華な料理と温泉を満喫

平成18年度根室地区ＪＡ温泉湯治

豪華な夕食と余興を楽しんだ懇親会。ビンゴゲームとカラオケ大会は、とても盛り上がったそうです

温泉湯治に参加した7名の組合員家族
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普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

☎72-2163
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乾乳期の管理について

　乾乳期の管理が次乳期の乳量、乳質及び繁殖に影響します。乾乳期をうまく管理することで、分娩前後の
疾病を最小限に抑えることができます。

１　乾乳牛のボディコンディションスコア

　乾乳期間中はボディコンディションスコア（BCS）を維持することが

重要です（写真１）。

　過肥は乾物摂取量の低下や脂肪肝などの周産期疾病の原因となりやす

いので、乾乳になるまでにBCSを3.25 〜 3.5程度に調整し維持します。

  乾乳期間中はやせていないか確認をします。

２　乾乳期間とグループ分け

　乾乳期間は乳腺の回復や効率的な乳生産のためには60日程度が適当とされています。

　乾乳前期（乾乳から分娩21日前）と後期（分娩21日前から分娩）の２群に分けて管理します。

 

３　乾物摂取量を維持する飼養環境と飼養管理

　乾乳期間中に胎児が急速に成長します。このため胃腸が圧迫され

採食量が低下します。逆に、胎児の栄養供給や乳腺の再発達のため

タンパク質や炭水化物（エネルギー）等の栄養が多く必要となりま

す（表１）。

　乾物摂取量を維持し、やせさせないことが最も重要です。ストレ

スの少ない快適な飼養環境と嗜好性の高い飼料、適切な栄養管理が

ポイントとなります。

　ケトーシスや低カルシウム血症などの周産期病予防にはエネル

ギー、タンパク質、カルシウムとリンのバランスが重要となります。

　

　　　４　乳熱（低カルシウム血症）の予防対策

　図１のような飼料給与を行うことで、骨からカ

ルシウムの動員がしやすくなり、乳熱を予防する

ことができます。

ポイントは乾乳前期までに十分にカルシウムを摂

取させ、乾乳後期にカルシウムを制限することで、

Ca ／ P比を逆転させることです。

５　分娩場所（写真２）

　分娩前は何回も寝起きをします。このことで胎児の姿勢が調整さ

れ、難産予防となるといわれています。

　寝起きがしやすいように、足配りが良いクッション性のある場所、

また、乳房炎の予防や子牛の健康のために、清潔で乾燥している場

所での無繋留分娩が望ましいです。      　　　　　　　　　　　　 

表１　乾乳牛の栄養要求量

図１　乾乳前期・後期の飼料給与の目安

写真２　清潔で広い分娩房

写真１　BCS3.5の状態
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成19年２月15日まで

　当選者の発表は「けねべつ」３月号誌上

【タテのカギ】
１　ラブレター

２　炭の粉を丸く固めた燃料

３　地球上の場所による時刻

の違い

４　見て楽しい劇

５　ロシア原産の強い酒

７　でこぼこの道

９　百獣の王

11　野球で投手が球を投げる

場所

13　ウグイスから連想する木

15　地球と木星の間にある惑

星

17　ワールド

18　第一打で入るとホールイ

ンワン

19　強風をともなって降る雪

21　ジーンズなどにする丈夫

な綿布

24　屈強なこと

【ヨコのカギ】
１　ネコはここで丸くなると

いう歌がある

３　１時間あたりの給料

６　地下水のくみ上げ口

７　朝食

８　日本独特の人形劇

10　○○○テストは長期休み

の前のハードル

12　労をねぎらうこと

14　さなぎが成虫に姿を変え

る

15　ネコがここを洗うと雨が

降るかも

16　視線と同じ意味

18　線の上に音符が並んでい

る

20　新しい生活のスタート

22　野球のベース

23　ステージ

25　敷き布団をおおう布

26　⇔権利

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D

あ
と
が
き

　

今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
言
う
間
に
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
年
明
け

よ
り
穏
や
か
な
天
候
が
続
き
、
そ
の
分
こ
れ
か
ら
の
天
気
（
降
雪
）
が
心
配
さ

れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
二
月
と
言
え
ば
所
得
税
申
告
。
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

先
月
よ
り
十
八
年
度
の
資
産
台
帳
整
理
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
納

税
は
国
民
の
義
務
と
言
い
ま
す
が
、
不
景
気
続
き
で
何
か
と
出
費
も
多
く
、
所

得
税
の
納
税
金
額
が
と
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
交
通
量
の
多
い
道
路
で
は
、
路
面
も
乾
い
て
走
り
や
す
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
日
陰
や
交
差
点
な
ど
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン
も
多
く
、
非
常
に
危

険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

クロスワードパズル12・１月号の答え

＜12月号の答え＞ ＜１月号の答え＞

イ ン コ
工藤　信也さん　河合　雪奈さん
本田　麻理さん　河本　民子さん
砂越　一輝さん　　　　　　　　　　

ジンギスカン
一木千代子さん　加藤　鈴夏さん
石邑有紀恵さん　広瀬　明美さん
山下美代子さん　　　　　　　　　　

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。

組織広報係でお受け取り下さい。
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〝浄 化 槽〟　
　中山間計根別集落では、農村環境の改善に

向けて25基（Ｈ18）の浄化槽を設置した。浄

化槽は１基4,400千円、処理室から排出される

雑排水3,000ℓ／日を処理可能とのことです。

平成21年度までには更に75基の浄化槽を導入

予定、事業完了年度には約100基の浄化槽が設

置されそうです。今後も地域の環境問題解決

に中山間事業の積極的な活動を期待します。

　

今
月
は
、
昨
年
五
月
の
広
報
誌
に
掲
載
し
ま
し
た
「
先
賢
の

言
葉
」
を
紹
介
し
ま
す
。
本
年
も
厳
し
い
酪
農
情
勢
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
今
一
度
こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
も
の
を
理
解
さ
れ
、

酪
農
経
営
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
二
月
一
日　

纐
纈　

成
喜

　

先
賢
の
言
葉　

航
海
と
世
渡
り

　

航
海
す
る
の
に
、
た
だ
風
波
に
任ま

か

せ
て
い
て
は
、
望
み
ど
お
り
の
岸

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
望
み
ど
お
り
の
岸
に
達
し
よ
う
と
す
る

以
上
は
、
か
じ
を
と
り
、
風か

ざ
な
み波
を
避さ

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
生
を
渡
る

の
も
同
様
で
あ
る
。

　

む
や
み
に
欲よ

く
じ
ょ
う情
に
任ま

か

せ
て
い
て
は
、
願
う
と
こ
ろ
の
富ふ

う

貴き

安あ
ん
ら
く楽
は
得

ら
れ
な
い
。
願
い
ど
お
り
富ふ

う

貴き

安あ
ん
ら
く楽

を
得
よ
う
と
す
る
か
ら
に
は
欲よ

く
じ
ょ
う情

を
し
り
ぞ
け
て
節せ

っ
せ
い制

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
し
も
舟
が
か
じ
を
と
っ
て
風か

ざ
な
み波

を
避さ

け
な
け
れ
ば
、
漂ひ

ょ
う
り
ゅ
う
ち
ん
ぼ
つ

流
沈
没
の

難
を
の
が
れ
ら
れ
ぬ
と
同
様
、
欲よ

く
じ
ょ
う情

を
し
り
ぞ
け
て
節せ

っ
せ
い制

せ
ず
に
、
酒

を
む
さ
ぼ
り
、
美
し
い
着
物
を
着
、
華か

美び

な
家
を
造つ

く

り
、
百
万
円
（
百

両
）
の
収
入
で
二
百
万
円
（
二
百
両
）
の
支
出
を
し
て
い
れ
ば
、
滅め

っ

亡ぼ
う

の
運
命
は
の
が
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。　
　
　
（
二
宮
先
生　

語
録
よ
り
）

　

真し
ん
じ
つ実

に
守ま
も

る
力
ち
か
ら

の
弱よ
わ

け
れ
ば

　
　
　
　
　
　

ま
ず
わ
が
身み

か
ら
も
て
ぬ
世よ

の
中な
か

（
二
宮
先
生
道
歌
）


